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みんなが かがやく イマミっ子 ～明るく かしこく たくましく～ 
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本年もよろしくお願いします 

校長 佐々木 一高 

  

２０２４年（令和６年）が始まりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

はじめに、元日に発生した能登半島地震により被災された皆様及びご関係者の皆様に心よりお見

舞い申し上げますとともに、被災地の安全と一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

 

 さて、昨年12月、現地時間14日午後3時、大リーグ・ドジャースとの 10年契約を結んだ大谷

翔平選手の話題が大きく報じられました。契約の大きさの驚きとともに、次の夢に向かって更に進

もうとする大谷選手の姿に、改めて勇気や希望をもらいました。「人生が夢をつくるんじゃない。夢

が人生をつくるんだ」と、大谷選手が高校生のときに作成した「人生の目標シート」に記された言

葉も思い起こされます。大谷選手の生き方が人々に夢を与え、大人になることを楽しみに感じる子

どもたちも増えたのではないでしょうか。一方で、数々の功績を残した野村監督が、かつて一人の

プロ野球選手にかけた言葉が心に留まります。「高校時代はホームランバッターでも、プロでは全員

が４番になれるわけではない。どんなに頑張っても主役になれない選手もいる。テレビドラマと同

じ。何事も脇役がいなければ成り立たないし、こういう選手がいるチームは強い。」一見すると「脇

役」なのかもしれませんが、実は自分の人生においては「価値ある主役」なのだと思います。持続

可能な世界を築くためには誰もが当事者・担い手であり、それぞれが大切な役割を担う意味でも間

違いなく「主役」であるはずです。今年の干支の「甲辰（きのえたつ）」は、「甲；はじまり」「辰；

成長の年」であると言われます。すべての子どもが主役である学校。学校は、夢をもつ子どもたち

に誠実に寄り添い、重要な脇役としての存在であり続けたいと、年頭にあたり強く感じました。 

 

風は冷たく厳しい寒さの中でも、大地の下では静かに春の支度が始まっています。学校もこうし

た準備を怠ることなく、今からできることを着実に進めてまいります。保護者、地域の皆様には、

引き続き、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

【お礼】「よりよい学校づくりに関するアンケート」へのご回答ありがとうございました。持続可能な社会

の担い手である子どもへの寄り添いは、保護者や学校、地域が同じ方向を向くことが大切だと感じておりま

す。また、教職員への温かいお言葉も多数いただき、その励ましを胸に教職員一同精一杯取り組む所存です。

直ぐに見直すもの、中長期的に検討するものを整理し、２月に次年度の方向性と併せて報告いたします。 

・たてわりペア学年；同じフロア◎。教科書にはない人として大切な部分を養う取組◎。 

・宿題；取組に自主性が感じられた◎。漢字を宿題（家庭学習）として習慣化したい▲。 

・学級閉鎖、担任不在・変更；情報が足りない（不安）▲。情報があれば家庭が手伝えることも…。 

・安全；登校時間帯に先生方校門（裏門）や昇降口にいないことが不安。警備が心配。＊直ぐに見直しました 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《１年生》 

横浜市立ろう特別支援学校の先生から、ろう学校の

話や聴覚障害について話を聞きました。 

 

《２年生》 

「グラグラ森のおばけ」というDVDを視聴して自分のこ

とも、他の人のことも大事にすることを学びました。 

ろう学校という学校があることを、はじめて知りまし

た。教室の机の位置が、私たちの教室とは違っておど

ろきました。 

耳の聞こえない人は車のサイレンが聞こえないの

で、危ないと思いました。もし町で危ない場面を見か

けたら声をかけてあげたいです。 

 私はこの「グラグラ森のおばけ」を見て、自分がされ

ていやなことは、してはだめということが分かりました。

あと、やり返すこともいけないと分かりました。自分のこ

とも、相手のことも大切したいです。そして、困っている

人を助けたいです。自分が困ったときは、勇気をもって

相談したいと思いました。 

《３年生》 

横浜国立大学学生の王先生から、中国の文化につ

いて話を聞きました。 

  中国について知らないことが多かったので、知るこ

とができてよかったです。中国語でも何種類かあって

中国人でも理解できないくらい難しいものもあると聞

いてびっくりしました。中国の料理がとてもおいしそう

で食べてみたくなりました。中国の話を聞いて、行っ

てみたくなりました。王先生がとても楽しく中国のこと

を教えてくれました。これからは、色々なことに挑戦し

たり、たくさんの国のことについて、知ったりしたいと

思いました。 

《４年生》 

横浜国際学館から来校していただいたチャム先生か

らベトナムの文化についての話を聞きました。 

 チャム先生から動物の鳴き声について教えてもらい

ました。日本だったらねこは「ニャーニャー」だけど、ベ

トナムは「ミャウミャウ」だと知って、動物の鳴き声がち

がうのだと知りました。今まで人とちがうと「え？」とお

どろいていました。なぜかというと友達はわたしとたい

てい同じだろうと思っていたからです。でも、ベトナムと

日本でちがうように、友達と私も、人それぞれ「ちがう」

こともあると気づきました。「みんなちがってみんない

い」を心に過ごしたいです。 

 

 

《５年生》 

「プレゼント」という DVD を視聴して、自分の人権の

大切さを知るとともに他の人の人権も大切であるという

ことを学びました。 

  人権キャラバンを通して、自分自身はおもしろ半分

でやっていても相手が嫌がっていたらいじめになると

いうことやいじめられた人の心の傷は一生残るという

ことを改めて考えることができました。これからは、今

以上に人の気持ちを考えて行動することが大事だと

考えました。また、もし困っている人がいたら見て見ぬ

ふりをするのではなく話を聞いたり寄り添ってあげた

りしたいと思いました。 

《６年生》 

「バリアフリー教室」を通し、福祉タクシーを実際に見

たり、視覚障がい者体験をしたりしました。 

視覚障がい者体験を通して、誘導される側はどこ

に何があるか分からず、とても怖かったです。「ゆっく

りでいいよ。」と言ってくれたのでスムーズにできまし

た。誘導する側は、白杖に足が当たらないように声か

けをして歩きました。体験をするまでは、まちで白杖を

持っている人を見かけても何もできなかったけど、これ

からは困っていたら声をかけられるように頑張りたい

です。 



委員会活動紹介 その① その②は２月号で紹介します 

５・６年生の委員会活動の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画運営委員会

   

 保健委員会

   

図書委員会

   

運動委員会

   

 計画運営委員会では、全校スローガン「笑顔であいさつ 

考えて動く あきらめずにチャレンジ」を掲げ、今宿南小

学校が笑顔でいっぱいになるように活動を行っています。 

今年度努力した取り組みは、あいさつ運動です。全校の

みんなが笑顔で気持ちよくあいさつできるように、1 週間

ほど計画運営委員が門の前に立ち、あいさつ隊をしまし

た。 

 さらに、あいさつカードをつくり、笑顔であいさつがで

きた人に、一日一枚、あいさつカードにシールをはっても

らいました。それであいさつ運動をしたことで、笑顔であ

いさつすることの大切さを改めて感じたという感想が多

かったです。 

また、今宿小や今宿中の児童会、生徒会の人たちとも交

流して、みんなで協力し、みんなが安心して過ごせる学校

になるように頑張って活動しています。 

計画運営委員会委員長 

 私たち保健委員会では、「全校のみんなが安心・安全に

学校生活が送れるように、清潔・健康に気をつけよう」と

いう目標を立てて活動しています。 

 毎日手を洗うために必要な流しの石けんは、保健委員会

が補充をしています。またみんなが普段使っている水道の

水が安全かどうか、水質検査も毎日行っています。他にも

みんなが気持ちよく手を洗えるように、石けんの容器の掃

除や交換を行ったり、水分補給のポスターを掲示して呼び

かけたりしています。学校保健委員会では、全校のみなさ

んに生活習慣を整えてもらえるように劇をしました。  

これからも今宿南小学校のみんなが健康に過ごせるよ

うな活動をしていきます。 

 

保健委員会委員長 

 図書委員会は、「全校のみんなに本の良さをもっと知っ

てもらいたい」という思いで活動しています。 

 今年は、朝の時間に出張して読み聞かせを行ったり、今

までにはない形式のイベントを行ったりして、積極的に活

動をしました。 

 「読書ビンゴ」では、例年通り、１年生から６年生まで

楽しめるよう、学年に合わせたレベルのビンゴを作りまし

た。また、去年と同じく、全校に景品のしおりを募集した

ことで、今までよりしおりをもらう人が多かったように思

います。 

 感染症が活動に影響しなくなり、ここ数年の中では、委

員会にとって最も自由な一年でした。これからも、全校の

みんなに本に興味をもってもらえるよう、活動を続けたい

と思います。イマミの皆さん、休み時間には、ぜひ図書室

に来てください。 

図書委員会委員長 

 運動委員会では、全校のみんなが楽しく外に出て遊ん

だり、運動をして体を動かしたりすることに興味をもって

もらいたいという思いで活動しています。 

 そのために、各学年が外にどのくらい出ているのか調査

を行ったり、各学年ごとにドッジボールの試合をすること

を考えたりしました。またコートの大きさや試合をする際

の役割なども決めました。他にもみんなが気持ちよく体育

倉庫を使えるように掃除も行っています。 

 これからも、全校のみんなが外に出て遊んだり運動をし

たり体を動かしたりすることに興味をもってもらうため

にいろいろなことを考えていきたいです。 

 

運動委員会委員長 

                    

☆地域交通安全 武 福ニ様 表彰 

 登校の際に、子どもたちを今宿保育園 

前で見守ってくさだっている武 福二さん 

が一般財団法人旭区交通安全協会から表彰されま

した。武さんは、子どもたちの「おはよう」という

元気な挨拶が、とてもうれしいとおしゃっていまし

た。いつも子どもたちの安全のためにありがとうご

ざいます。これからもよろしくお願いします。 

☆教育活動支援ボランティア(飼育) 

学校閉庁期間中（１２/２８～１/８）に、８人

のボランティアの方々に、学校で飼育しているウ

サギの世話をしていただきました。「教育活動支

援ボランティア」は、通年を通して募集をしてい

ます。ご興味がありましたらご連絡ください。お

待ちしています。   

【登録窓口】佐々木宏次、副校長 

 学校を支えていただいている方々 


